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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　計画策定時の体制を維持することにより、計画的に歴史まちづくり事業が推進された。

　本計画の推進体制は、本計画策定に主体的に係わる都市政策課と社会教育課を中心とし、各事業担当課と
の連携を図りつつ、本計画の総合的かつ効果的な進行を図る。
　また、国や静岡県と協議し、助言や支援を得るとともに、掛川市歴史的風致維持向上協議会と協議し、計画
の円滑な実施や計画変更を推進していく。
　さらに、文化財所有者や関係団体と協議や調整を図りつつ、掛川市文化財保護審議会などへ報告し、助言を
得ていく。

計画の推進体制

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

掛川市

市民、文化財所有者、関係団体

〈国〉

文部科学省

農林水産省

国土交通省

〈静岡県〉

教育委員会

交通基盤部

連携 支援

報告〈庁内関係課〉

企画政策課、文化振興課、

観光交流課、農林課、

お茶振興課、土木課、

図書館 など

〈事 務 局 〉

都市政策課、社会教育課

掛川市歴史的風致

維持向上協議会

掛川市

文化財保護審議会

掛川市

都市計画審議会

掛川市

景観審議会

協議

報告

助言

支援
助言

報告

意見

掛川市歴史的風致維持向上計画 推進体制

掛川市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　用途地域の指定状況を踏まえた上で、適切な土地利用の誘導により、周辺環境との調和に努める。特に価
値が高いと判断された建造物群で、保存措置が必要な場合は、伝統的建造物群保存地区の制度の活用も検
討していく。「掛川城下地区」では、「掛川市城下町風街づくり地区計画」等により、引き続き歴史的風致と調和
した良好な市街地環境の形成を図っていく。

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

都市計画法との連携

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

　平成6年（1994年）決定の「城下町風街づくり地区計画」に基づき、掛川駅北地区における城下町風街づくりの推進及び
健全な都市景観の形成を図ることにより、歴史的風致の維持向上に効果があった。
　届出実績延べ　66件（平成30年度実績なし）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸②-1

城下町風街づくり重点地区（大手門周辺） 城下町風街づくり重点地区（掛川城南側）

掛川市－2



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

重点区域における良好な景観を形成する施策

景観計画との連携

評価軸②-2

状況を示す写真や資料等

　掛川市景観計画に基づき、市全域の景観形成の方針と行為の制限を行う。「横須賀城下地区」の一部で指
定している「遠州横須賀街道沿道景観形成重点地区」の効果を隣接地域にも波及しており、今後は、景観形成
重点地区の拡大についても検討する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成26年（2014）に指定した「遠州横須賀街道沿道景観形成重点地区」に基づき、建築行為に地区の特性に応じた規制
誘導を行い、横須賀城下街の町並みが維持され、歴史的風致の維持向上に効果があった。延べ５件（平成30年度実績１
件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

項目

古民家を改修した店舗 景観に配慮した新築住宅と街並み

掛川市－3



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸②-3
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

屋外広告物の制限

　「静岡県屋外広告物条例」に基づき、屋外広告物に対し規制誘導及び設置許可を行った（平成29年度：338件、平成30年
度340件）。
　屋外広告物の規制誘導により、良好な景観形成が図られ、歴史的風致の維持向上に効果があった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　屋外広告物条例の周知や屋外広告物の指導に努めるとともに、本市独自の屋外広告物条例の制定に向け
て検討を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「掛川城下地区」の規制区域 「横須賀城下地区」の規制区域

100

150

200

250

300

350

400

屋外広告物許可件数

掛川市－4



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　未着手

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

項目

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　市内各所に歴史的な建造物が残っているが、十分な整理がされていないため、建築様式や建築時期などの
調査を行い、掛川市景観計画に基づく景観重要建造物及び文化財への指定を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-1

歴史的街並み調査事業

掛川市－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間 平成29年度～令和8年度

支援事業名

計画に記載
している内容

　評価軸③－３参照：松ヶ岡（旧山﨑家住宅）

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　重点区域内に所在する歴史的建造物のうち、歴史的風致形成建造物の指定方針に基づき指定した建造物
において、維持保全及び文化・観光資源としての活用を図るために、必要に応じて現況調査、補修などを行う。

　歴史的風致形成建造物の指定に向け、指定対象の要件の確認を行った。
　特に、松ヶ岡（旧山﨑家住宅）については、掛川市文化財保護条例に基づく指定文化財であり、本市の歴史を把握する
上で重要なものとして、適正な維持管理が行われており、今後の整備により継続的な一般公開が見込まれることとなった。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-2

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

歴史的風致形成建造物の保全・活用事業

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

掛川市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間 平成29年度～令和8年度

支援事業名

計画に記載
している内容

項目

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

状況を示す写真や資料等

松ヶ岡（旧山﨑家住宅）保存修理・活用事業

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）及び市単独事業

　掛川藩御用達を勤めた豪商山﨑家の住宅（松ヶ岡）の修復を行う。また、重要文化財指定を目指すとともに、
地域の発展を伝える施設等として活用していく

評価軸③-3

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成29年度に修復工事の修復・活用調査設計を作成し、平成30年度には実施設計を作成した。
　松ヶ岡の建物や歴史、地域発展に寄与した山﨑家の功績等の周知のため、毎月第４土曜日に一般公開を実施した。GW
や紅葉の時期には1～2週間の期間で特別公開を実施した。本格的な修復に影響のない範囲で小破修理、応急措置など
を市民との協働で実施した。これらの取り組みにより、市民等への周知がされ保存・活用に向けた機運が醸成された。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　160年以上前に建築された建物のため、部分によっては傷みが進んでいる。応急措置
実施の場合も修復計画との調整が必要。修復費用は寄附金で賄うため、引き続き周
知・啓発を進め、寄附金を募っていく。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

一般公開（毎月第４土曜日） 紅葉特別公開（11.24～12.9）

GW特別公開チラシ

市民との協働で、塀の傾きを補修

掛川市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

平成21年度～令和8年度

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　市内には横須賀城跡の他に2つの史跡があり相当な時間と費用がかかることから、整
備スケジュールを調整し計画的に推進していく。

　史跡指定地内の公有化を実施し、９筆、4,245㎡の買上げを実施した。公有地の面積は110,787.5㎡となり、史跡指定地面
積の65.7％が公有化された。また、策定されている整備計画の見直しを計画しており、整備専門委員会を開催し、計画的
な事業の進捗が検討された。

史跡等購入費国庫補助金、静岡県文化財保存費補助金

　現在は史跡指定地内の公有化を主に進めているが、未整備の部分については整備基本計画に基づき、発掘
調査を行い、基本設計、実施設計を作成した後、整備を進めていく。

評価軸③-4

横須賀城跡復元・活用事業

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

掛川市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　市内には高天神城跡の他に2つの史跡があり相当な時間と費用がかかることから、整
備スケジュールを調整し計画的に推進していく。

状況を示す写真や資料等

高天神城跡復元・活用事業

平成10年度～令和8年度

市単独事業

　基本整備計画に基づき、発掘調査終了部分については、基本設計、実施設計を作成した後、整備を進めて
いく。それと並行して、未調査部分の発掘調査を実施していく。

　老朽化した危険箇所の柵の修理、遊歩道の土が流出し歩きにくかった部分の補修工事を実施した。
　策定されている整備計画の見直しを計画しており、整備専門委員会を開催する等、計画的な事業の推進が検討された。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

危険箇所の柵補修（完了） 遊歩道の補修（完了）

掛川市－9



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　地域住民が中心となって組織された中村砦城山保全会の環境整備により、平成29年度から平成30年度かけて、木竹の
伐採、園路の整備が実施されたことにより、中村砦の保存・活用に向けた地域住民の理解が深まった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

高天神六砦「中村砦」保存・活用事業

平成28年度～令和8年度

市単独事業

　中村砦敷地の一部を市が買収、残りの用地を寄附受領した。地域住民が中心となり竹等を伐採し、環境整備
が始まった。史跡として保存し、市と地域が協働により活用していく。

評価軸③-6

着手前（平成28年度）

作業実施後（平成30年度）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　報告書の作成は国の「地域文化遺産を活かした活性化事業補助金」を受けて行って
いるため、補助事業に採択されなかった場合、事業縮小となる。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

　貴重な郷土芸能や伝統行事の保存伝承のための維持管理と後継者指導養成研修などの事業費の一部を補
助する。また、郷土芸能等の様子を留め、後世にもその姿を知ることができるよう、報告書を作成し記録として
残す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　静岡県指定無形民俗文化財である、「獅子舞かんからまち」、「大東町八坂神社の祇園囃子と祭礼行事」の保存会に対し
て、保存伝承や後継者指導養成のための事業費の一部を補助し、無形民俗文化財の伝承に繋がった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-7
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

郷土芸能・伝統行事伝承事業

平成17年度～令和8年度

獅子舞かんからまち

大東町八坂神社の祇園囃子と祭礼行事
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

三熊野神社大祭調査研究事業

平成17年度～令和8年度

市単独事業

　県指定の無形民俗文化財である「三社祭礼囃子」及び「三熊野神社の地固め舞と田遊び」の保存伝承のため
の維持管理と後継者指導養成研修などの事業費の一部を補助する。また、江戸時代の祭りが色濃く継承され
ていると考えられているが、文化財としての価値が一部明確になっていないため調査研究を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　県指定無形民俗文化財である、「三社祭礼囃子」、「三熊野神社の地固め舞と田遊び」の保存会に対し、保存伝承と後継
者指導養成の為の事業費の一部を補助した。　「三熊野神社大祭の祢里行事」がH31.3.28に国の記録作成等の措置を講
ずべき無形の民俗文化財に選択されるなど、調査研究が進められた。

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

三社祭礼囃子 地固め舞

田遊び

文化審議会答申の新聞記事
（H31.2.9 中日新聞朝刊）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　未着手

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

祭典伝承PR事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　祭典等行事の説明板等を周囲の景観と調和するように設置し、伝統行事として理解を深めつつ、交流人口の
増加を目指す。

評価軸③-9

掛川市－13



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市単独事業

　葛布の需要開発の考察や葛の多方面での利用の調査・研究、葛布の理解を深め後継者の発掘につなげる
体験事業、安定的な原料供給と耕作放棄地での栽培等の研究・調査を行う。また、葛布の文化的価値や葛の
利活用を市内外に発信し、誘客や消費の拡大を図り後継者の発掘、育成や地域経済の活性化に繋げる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

葛布産業振興支援事業

平成29年度～令和8年度

　平成29年度に発足した、「掛川市葛利活用委員会」と葛布振興・葛原料利用・葛成分研究の３分科会により、葛に関わる
様々な事業への取組を推進した。平成30年度は６月21日と12月１日に掛川市葛利活用委員会を開催し、葛布の振興だけ
でなく、葛の成分を研究しサプリメントの開発を検討するなど、総合的に葛利活用に関する活動や協議等を行い、葛布産
業の振興に寄与した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

農林水産省正面玄関ロビー・組立茶

室「和の空間」での展示
平成30年８月（１ヶ月）

掛川茶などに加え、川出幸吉商店
の葛製品が展示された。

葛布づくり体験ツアー

平成30年８月31日～９月２日
参加者：静岡文化芸術大学生 10名

後継者不足が深刻ななか、若者を対象とした体験ツアーを実施し、技術

の継承に繋げるとともに、葛布づくりへの興味や関心を深める機会とした。
１日目：オリエンテーション、葛採取、圃場見学、葛の煮方～水漬け
２日目：丸洗いや芯抜き作業、つぐり作り など
３日目：葛布織り

大学との連携による振興プロジェクト

掛川手織葛布の継承に向けた若者か

らの提言
平成31年２月７日発表

静岡文化芸術大学ゼミ学生チーム
による、手織葛布の利活用の可能性
を企画・検討した。

葛布の未来を考えるワークショップ

平成31年３月９日

参加者：一般公募等 約100名
葛布のありたい未来「2025年どんな

ふうになったらいい？」について参加
者でブレインストーミングを実施。出た
アイディアはワールドカフェの形式で
全体共有した。
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-11

項目

茶手揉み技術伝承事業

状況を示す写真や資料等

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　手作業でしかわからない、茶の手揉みによる良質な荒茶製造技術を伝える。また、地元の幼稚園や小学校
の生徒たちに茶摘み体験や手揉み体験の機会を設け、市を代表する伝統産業である茶への理解を深める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市内小学校を中心に、茶の手揉み技術伝承と茶について学習会を行ったことにより、子どもの茶への関心と理解が深
まった。また、平成30年度は皇室への献上茶謹製事業として、手揉みにより香り高い献上茶に仕上げられたことにより、掛
川茶が市を代表する伝統産業であることの周知に繋がった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

掛川茶手揉保存会
実施日 内容 出席者

平成30年4月22日 献上茶謹製事業（掛川茶皇室献上手揉み式） 約120名
平成30年7月5日 手揉技術実演 西郷小学校
平成30年10月26日 手揉技術実演 原田小学校
平成30年10月26日 手揉技術実演 倉真小学校
平成30年11月13日 手揉技術実演 原谷小学校
平成30年11月15日 手揉技術実演 日坂小学校
平成30年11月21日 手揉技術実演 城北小学校
平成30年11月27日 手揉技術実演 曽我小学校
平成30年12月5日 手揉技術実演 掛二小学校
平成30年12月11日 手揉技術実演 中央小学校
平成30年12月13日 手揉技術実演 西山口小学校
平成30年12月18日 手揉技術実演 上内田小学校
平成31年1月22日 手揉技術実演 和田岡小学校

大城茶手揉み保存会
実施日 内容 出席者

平成30年3月25日 高天神ハウス新茶初揉み会 10名
平成30年7月4日 夏季技術研修会 5名
平成30年9月6日 秋季技術研修会 5名
平成30年11月・12月 大坂・大渕・佐束小学校手揉み体験学習 115名
平成31年1月23日 技術研修会 5名

献上茶謹製事業（式典） 献上茶謹製事業（手揉み） 手揉技術実演（小学校）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

平成22年度～令和8年度

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

　お茶の知識や掛川のお茶に深く精通し、掛川茶を美味しく淹れることができるスペシャリストを「掛川茶マイス
ター」に、その人が携わる店舗を「おいしい掛川茶が飲める店」に認定する。さらに、美味しい掛川茶マップの作
成、美味しい掛川茶が飲める店スタンプラリーなどを実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成22年から始まった「掛川茶マイスター」認定制度は、現在79名が認定され、37店舗でマイスターが淹れたお茶を飲む
ことができる。平成29年度から平成30年度にかけて実施した掛川茶マイスターのお店をめぐるスタンプラリーには、15店舗
が参加し、本物の掛川茶を飲む機会が向上するなど、掛川茶の振興に繋がった。（踏破者　H29:19人、H30：15人）

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川茶マイスター認定制度推進事業

掛川茶マイスターのお店をめぐるスタンプラリー
（平成29年４月１日～平成31年３月31日）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

重要文化的景観の調査研究事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　世界農業遺産認定地域を対象に、文部科学省が所管する重要文化的景観の選定に向けた調査研究を行
う。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　東山地区を対象に、重要文化的景観の選定と活用に向けて制度の調査を行ったことにより、必要な手続きや対象地域に
おけるメリット、デメリット等がまとめられ庁内で情報共有ができた。

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-13
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

候補地の状況（東山地区）

平成 30 年２月６日

都 市 政 策 課

 

「重要文化的景観」の選定と活用について 

 

１ 重要文化的景観とは 

  文化的景観とは、文化財の１つで「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土によ

り形成された景観地で、我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの」と定義

されている。その文化的景観の中でも、特に重要なものを市町村等の申出に基づき、国が重要文

化的景観として選定するものであり、全国で 51件(平成 29年２月現在)が選定されている。 

なお、文化財保護法による重要文化財指定と同等の扱いとなる。 

 

２ 静岡県等の動き 

昨年度、静岡県より文化財保護法に基づく重要文化的景観選定に向け、掛川市で調査を進めて

はどうかと打診があった。現在、県内に選定された地域は無く、文化庁から「掛川市に候補地が

ある。」と県に連絡があったようである。 

また、本年３月に和田岡古墳の現地確認に文化庁の担当者が来られる予定であり、その際、重

要文化的景観の候補地も確認したいとの連絡があった。 

 

３ 対象地域 

  東山地域（世界農業遺産認定地域）を考えている。 

 

４ 地域におけるメリット 

・茶園にスポットを当てることから、東山茶のブランド力が更に向上し、経営の安定、担い手の

確保に繋がる。 

・世界農業遺産及び歴史的風致維持向上計画と合わせ、粟ヶ岳周辺の自然景観や農地景観が将来

に渡り維持できる。 

・総合的に良好な景観整備を進めることにより、集客力のある観光地ともなり得る。 

 ・重要な構成要素（主に茶園関係）の修理・修景等に対し、市が補助する場合、文化庁の補助(1/2)

を受けることができる。 

 

５ 地域における届出行為等 

 ・重要な構成要素の現状変更又は保存に影響を及ぼす行為をしようとする場合は、文化庁長官へ

の届出が必要となる。 

 ・景観形成重点地区への指定などが必要となることから、建築物・工作物に対して、高さ・色彩・

素材などに一定の制限を受ける。また、届出が必要となる。 

 

６ 選定の申出に必要な手続き 

（１） 文化的景観に関する保存調査（文化庁補助 1/2） 

（２）文化的景観保存計画の策定（文化庁補助 1/2） 

 （３）景観法等に基づく条例で、文化的景観保存のために必要な規制を定める。 

 （４）文化的景観の重要な構成要素に係る所有者等の同意 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

掛川道徳の学習推進事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　生涯学習や総合学習などにおいて、広く市民に掛川道徳に関する学習機会を提供し、学校教育との連携も
図りながら、市民の郷土や報徳の教えに対する関心を深める

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　本市ならではの題材や人材を活用し、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を「かけがわ道徳」とし、小中学生を対
象に、歴史や文化等を通じて郷土を誇る心を育てている。市内全小中学校において、年間35時間の道徳のうち、10％程度
を「かけがわ道徳」として扱い、郷土読本（副読本）を活用するなど、地域の偉人、歴史や伝統等を学び、地域に興味と誇り
を持つ機会となった。

評価軸③-14
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

平成30年度実践報告書（抜粋：各校における取組例）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　都市計画法に基づく「城下町風街づくり地区計画」と連携し、掛川城を背景とした街並みの形成を図るため、建築行為等
において、基準に適合するものに対し、100万円（対象事業費の1/2）を上限に補助する。平成3年度から延べ95件（平成30
年度実績なし）。城下街の町並みが維持された。

項目

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-15

市単独事業

城下町風街並みづくり事業

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　地区計画区域において、建築物の修景に要する費用の助成、中心市街地活性基本計画等との整合を図り、
同地区の城下町風街づくりを推進する。

平成３年度～令和8年度

補助事例（清水銀行：平成８年度） 補助事例（民間店舗：平成５年度）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　「遠州横須賀街道沿道景観重点地区」において、建築行為が計画された際には、「横須賀景観整備機構（任意団体）」に
よる建築物の外観デザイン審査が行われ、協議が整ったもののみ、市に景観形成重点地区行為届出書が提出される仕
組みが取られている（平成30年度実績１件）。横須賀景観整備機構と連携し、当該地区の街並みの維持が図られた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

横須賀景観整備機構運営支援事業

平成26年度～令和8年度

市単独事業

　景観形成重点地区において、建築等の行為の際に、外観のデザイン等について、地域住民等で構成される
横須賀景観整備機構の審査や助言を受けることにより、地域に合った景観を保全していく。現在は任意団体で
あるが、景観法に基づく指定を目指し、地域住民が主体となった景観形成を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-16
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

認定式（平成26年） 発足式（平成28年）

啓発パンフレット・ステッカーの配布 ステッカー
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独事業

　掛川城周辺において、歴史的な街並みに調和した空間の整備を図るため、電線地中化及び道路修景整備を
実施し、景観形成を行うとともに城内の賑わいを取り戻し観光振興を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　庁内関係部署と連携し現地調査を行うとともに、県の関係部署と協議し、平成31年度に実施する事業計画策定に向けた
検討が進んだ。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-17
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川城周辺電線地中化、道路美装化及び街路灯修景事業

平成29年度～令和8年度

関係部署による現地調査の実施 実施予定箇所の状況（大手門交差点）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　

状況を示す写真や資料等

市単独事業

　掛川市景観形成重点地区の横須賀街道において、歴史的な街並みに調和した空間の整備を図るため、無電
柱化、道路舗装の美装化及び道路構造物（道路側溝等）の改修を行い、景観形成と観光振興を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　庁内関係部署と連携し現地調査を行うとともに、県の関係部署と協議し、平成31年度に実施する事業計画策定に向けた
検討が進んだ。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-18
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

横須賀街道電線地中化及び美装化事業

平成29年度～令和8年度

実施予定箇所の状況
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

粟ヶ岳周辺における景観形成推進事業

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-19
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　農業用施設の色彩等の配慮すべき事項、茶草場農法や魅せる農業の推進などを盛り込んだ景観計画を、東
山地域の住民と意識共有しながら策定する。また、ビュースポットからの眺望を阻害する電柱移転や防霜ファ
ンの色彩調和、粟ヶ岳登山道のガードレールの改善を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成31年３月に静岡県と周辺市町で策定した「大井川流域・牧之原大茶園景観形成行動計画」において、粟ヶ岳周辺地
区を重点区域に位置付け、静岡が誇る伝統農法を感じる景観づくりを景観形成の目標とし、計画的に景観形成の推進を
図ることとなった。また、粟ヶ岳山頂には、「粟ヶ岳世界農業遺産茶草場テラス」の建設工事が進み、山頂からの良好な景
観を眺める新たな場所が見込まれることとなった（令和元年５月末オープン予定）。

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

平成31年３月策定「大井川流域・牧之原大茶園 景観形成行動計画（抜粋）」
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

郷土読本作成事業

継続事業

市単独事業

市内小中学生を対象に、掛川の歴史、伝統文化や郷土の偉人を学び、地域に興味と誇りを持つ学習を継続的
に行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　小中学生を対象に、郷土読本「わたしたちの掛川市」を平成31年３月に更新するとともに、「新・わたしたちの掛川市（歴
史編）」、「この人に学びたい－郷土の偉人物語－」及び「なるほどなっとく金次郎さん」と合わせ、授業で活用することによ
り、本市の歴史等に誇りと興味を持つ学びが深まった。

評価軸③-20
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

なるほど なっとく 金次郎さん 新・わたしたちの掛川市「歴史編」この人に学びたい
－郷土の偉人ものがたり－

わたしたちの掛川市（H31.3更新）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

出土文化財展等の開催により、主に市民の掛川市の文化財に対する理解が深まった。
平成30年度に開催した文化財展等の期間等及び参加人数
　出土文化財展（５日間、643人）、掛川考古展（６日間、232人）、出前文化財講座（6校、12学級、372人）、
　夏休み文化財教室（22名）、吉岡下ノ段遺跡第16次発掘調査現地説明会（99名）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化財展の開催事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

市民が文化財を身近に感じ、郷土の歴史・文化・文化財についての理解を深めてもらうため、一般市民を対象
とした「出土文化財展」、「考古展」及び遺跡の現地説明会、小・中学生を対象とした「出前文化財講座」及び
「夏休み文化財教室」を開催する。

評価軸③-21

出土文化財展 H30.6.13～17
考古展 「のぞいてみよう黄泉の国 掛川の橫穴」

H30.12.19～26

出前文化財講座
夏休み文化財教室 「円筒埴輪をつくろう」 H30.8.4開催

吉岡下ノ段遺跡第16次発掘調査現地説明会
H30.11.25
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独事業

歴史・文化資産の案内ガイドを養成し、観光客への案内が容易に出来る人材育成に取り組むとともに組織化を
図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　掛川観光ボランティアガイド「猫の手の会」によるボランティアガイドの先進地視察によるボランティアガイドの養成を行
い、観光客などの利便性や満足度の向上に繋がった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-22
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市内の歴史・文化資産のガイド養成事業

平成29年度～令和8年度

視察の内容

掛川市－26



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

サイン・案内板設置事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　万人にわかりやすいグローバルデザインのものに統一した、歴史文化・観光資産の紹介や案内看板を設置
する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成30年度に策定した「掛川市観光振興計画」において、案内サインの整備・改修を具体的な取組に位置付け、計画的
な整備を図ることとした。旧東海道小夜の中山峠では、案内看板を改装し、旧東海道の散策の利便性や満足度の向上に
繋がった。

評価軸③-23
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

小夜の中山峠案内看板 小夜の中山峠

（奥側に扇屋）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成31年３月策定の「掛川市観光振興計画」においても、掛川駅から掛川城等の主要観光施設を周遊を促すための、レ
ンタサイクルの継続実施と利用促進が位置づけられており、計画的にレンタサイクルの利用者の拡大が図られ、来訪者の
利便性が向上した。掛川駅北駐輪場及び大手門駐車場で運用されている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

レンタサイクルの推進事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　公共交通機関と連動したレンタサイクルについて、案内チラシなどによる周知、モデルコースの提案などによ
り、利用者の拡大を図る。

評価軸③-24

平成31年３月策定「掛川市観光振興計画（抜粋）」

大手門のレンタサイクル
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独事業、国土交通省「都市における低未利用空間の暫定活用による都市環境向上モデル事業」

　掛川の歴史・文化ゾーンの中心である掛川公園及び三の丸広場におけるベンチ等休憩スペースの確保など
の公園整備、周辺道路の歩道拡幅、街灯や公共サインの修景など、周辺環境を整備し賑わいを創出する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成29年に市が購入した掛川城三の丸広場に隣接する空き地について、利活用を考える市民ワークショップを３回開催
し、当該地を含む周辺のまちづくり構想を整理した。また、市民有志が中心となって、当該地においてオープンカフェ
「SometimesBook＆Café KAKEGAWA」を期間限定で開店し当該地の利活用の方向性を模索した。オープンカフェは、12月
から２月の間に26日間営業し、延べ1,401人が利用するなど、集客の可能性や周辺の活性化に期待できる結果となった。
また、新聞やTVに多く取り上げられた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-25
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川公園と周辺整備事業

平成29年度～令和8年度

市民ワークショップ

市民ワークショップ （現地調査）市民ワークショップによる掛川城下地区のまちづくり構想図

オープンカフェのロゴオープンカフェの様子現地の状況
奥側に掛川城天守閣

市民有志によるオープンカフェの社会実験（掛川城三の丸広場隣接地）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財調査、保存管理（活用）

　市内には105件の有形・無形の指定文化財、4件の国登録建造物、1件の国選択無形民俗文化財がある。有
形文化財については現状を把握し、適切な保存・活用を実施する。3件の国指定史跡については各保存管理
計画に沿って、適切な保存整備を行い、県、市指定の史跡現状を確認し、適切な対策を講じる。無形民俗文化
財については後継者の指導育成等について支援を行うとともに、保存伝承の手助けとするため記録作成等の
調査を実施していく。また、未指定の文化材については悉皆調査を実施し、必要に応じて指定等の措置を講ず
る。市内に704件ある、埋蔵文化財包蔵地については、文化財保護法に基づき適切な保護、保存措置を講じて
いく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市内に３件ある国史跡の内、高天神城跡と横須賀城跡については、整備計画の一部見直しの準備のため、整備専門委
員会を開催した。和田岡古墳群の内、吉岡大塚古墳については、平成29年度から整備工事に着手しており、平成30年度
は墳丘の復元工事を中心に実施。市内に4件ある県指定無形民俗文化財の保存会に対して支援を行った(評価軸③-7、8
参照)。また、３月に国選択無形民俗文化財となった、「三熊野神社大祭の祢里行事」について、史料の所在確認などの調
査を実施した。吉岡下ノ段遺跡において、茶園の改植に伴う発掘調査を実施した。これらの取り組みにより、文化財の調査
と保存が計画的に進捗した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

国史跡和田岡古墳群 吉岡大塚古墳整備工事

吉岡下ノ段遺跡第16次発掘調査作業風景 吉岡下ノ段遺跡第16次発掘調査完掘空中写真
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財建造物は寺社などの不特定多数が常に出入りできる敷地に所在するものが多
く、建造物内部への侵入に対しては対策していても、建造物自体への防犯対策ができ
ていない。所有者への注意喚起や、点検・見回り等の対応策を検討する。

状況を示す写真や資料等

文化財の修理、周辺環境整備

　文化財の修理については、日頃の維持管理を含めた予防対策と被害を受けた場合の適切な修理、復旧が求
められる。その価値を維持するため、過去の記録などを活用し、新たな調査研究に基づき実施する。所有者の
財政的負担の軽減のためにも積極的に各補助制度を活用する。文化財を保存･活用しながら展示できる個別
施設や、総合的な情報発信の拠点整備が必要である。また、文化財単体にのみ措置を講ずるのではなく、周
辺環境と一体的な措置を講じることが必要である。文化財は災害などにより毀損、滅失する恐れがあることか
ら、個別に防災対策を検討し被災リスクを軽減していくと共に、文化財に対する防災知識の普及、防犯に対す
る意識の向上なども図っていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市指定建造物松ヶ岡(旧山﨑家住宅)の修理工事の実施設計を作成(評価軸③-3参照)。国史跡高天神城跡において、台
風などの災害の影響による崩落で生じた危険箇所の柵の補修を実施(評価軸③-5参照)。また、県指定建造物2件におい
て、所有者が県補助金を受け、防災施設保守点検事業を実施（龍華院大猷院霊屋、報徳社建造物群)。
　これらの取り組みにより、文化財の修理や周辺環境の整備が進んだ。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

龍華院大猷院霊屋

旧有栖川宮熾仁親王邸侍女部屋

淡山翁記念報徳図書館 旧有栖川宮熾仁親王邸御座所

旧遠江国報徳社第三館掛川事務所
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成30年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財の普及・啓発、防災訓練、団体との連携

文化財の保存･活用、普及･啓発のため、統一的な案内板の設置、パンフレットの作成、配布を行うとともに観
光ボランティアガイド活動の育成やイベントなどを開催する。また、文化財の展示会や講座などを開催し、市民
にとって文化財が身近で必要なものになるよう郷土の歴史･文化・文化財についての理解を深めてもらう。文化
財の保存、管理及び活用について行政機関だけで取り組むことは難しく、地域において文化財の保存、管理及
び活用に取り組んでいる団体と連携することが必要である。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　一般市民を対象とした、「出土文化財展」、「考古展」、小中学生を対象とした、「出前文化財講座」、「夏休み文化財教室」
を実施した。吉岡下ノ段遺跡第16次発掘調査の終了後、一般市民に対して現地説明会絵を開催（評価軸③-21参照）。重
要文化財「掛川城御殿」、県指定建造物「龍華院大猷院霊屋」、本殿が県指定建造物である三熊野神社で、所有者が中心
となり防災訓練を実施。市指定建造物である「松ヶ岡」における応急措置的な修繕を市民ボランティアと共に実施（評価書
③-3参照）。また、市指定史跡「平塚古墳」の保存会が行う、維持、保全事業に対して補助金の交付や、中村砦の保全活
動を地元の団体と共同で実施（評価軸③-6参照）。
　これらの取り組みにより、文化財の普及・啓発、防災意識の向上について、関係団体との連携のもと推進された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

龍華院大猷院霊屋消火訓練

平塚古墳
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成30年度

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　計画の国認定、歴史的風致に関する施設や行事の特集や、今後に繋がる取組が多数報道されたことにより、市民等へ
の本市の歴史まちづくりの周知が図られたとともに、関心を高めることに繋がった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

平成30年1月24日 読売新聞

　掛川城眺めカフェイベント 平成30年12月19日 静岡新聞

　掛川　空き地を活用にぎわい創出　風感じる「本＆カフェ」

　掛川市が「歴史的風致維持向上計画」を策定・国認定 平成30年3月 人と国土21

　掛川市歴史的風致維持向上計画、国が認定証 平成30年1月24日 静岡新聞

　掛川「歴史的風致維持向上計画」国が認定

平成31年1月18日 郷土新聞

雑誌

テレビ

　SBSイブアイしずおか　掛川城・城下町特集 平成30年4月18日 SBS

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

　報徳社だより　掛川報徳館5月常会 平成30年7月1日 報徳7月号

　掛川市　戦国時代攻防の地に、歴史と伝統が誇りとして息づく 平成30年4月27日 文化遺産の世界Vol.31

　横須賀高校郷土芸能部が県文化奨励賞受賞 平成30年5月24日 産経新聞

　歴史的風致の意義　市職員講師に授業　横須賀高校 平成30年6月1日 静岡新聞

　掛川城近くに青空カフェ開く　歴史・文化ゾーンで一服

新聞

　SBSイブアイしずおか　掛川大祭特集 平成30年10月4日 SBS

　SBSイブアイしずおか　掛川城特集 平成30年10月23日 SBS

平成31年1月12日 中日新聞

　静岡の城はこんなに面白い 平成30年12月29日 SBS

　静岡発そこ知り 平成31年2月15日 SBS
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成30年度

計画に記載
している内容

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

観光の振興

　関連計画「掛川市都市計画マスタープラン」において、「観光資源や歴史・文化的資源を活かしたまちづくり」
が将来都市像に位置付けられている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

　観光ニーズが多様化するなか、本市の特性や資源を活かした個性光る観光に取り組み、交流人口を拡大し観光振興の
みならず地域活性化に繋げるため、平成31年３月に掛川市観光振興計画を策定した。観光交流客は、平成20年度（3,896
千人）から平成22年度（2,929千人）にかけ大きく減少したものの、その後は概ね増加傾向にあり平成29年度（3,861千人）に
は平成20年度と同程度まで増加した。割合は少ないものの、宿泊客数は年々増加し、平成20年度は437千人だったものが
平成29年度には554千人に増加した。掛川城入館者は、開館した平成６年（494,170人）が最大で、NHK大河ドラマ「功名が
辻」放送時の平成18年度（324,497人）以降、10万人程度で推移していたものの、平成25年度（109,857人）から増加に転じ、
平成29年度は148,868人となった。
　歴史まちづくりに推進により、本市特有の資源として観光振興に寄与した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

0

1,000

2,000

3,000

4,000

観光交流客数の推移（千人）

宿泊客数 日帰り客数 計（観光交流客数）

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

掛川城入館者数（人）
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平成29・30年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：令和元年５月27日　10:00～11:45

（今後の対応方針）
・無電柱化や道路美装化事業は、技術的な条件や費用対効果に加え、地域住民の意見を反映し
検討を進めていく。
・粟ヶ岳の道路整備は、歩いて登りやすい視点も加えて行う。
・粟ヶ岳周辺における景観形成は、茶業の維持が必要不可欠であり、農業政策との連携を検討す
る。
・歴史、文化資産のガイド養成については、重要性に鑑み、担当部署との連携を深め検討する。
・計画期間（令和８年度まで）を見据え、目標設定によりあるべき姿をイメージしていく。
・市役所の関係部署による連携だけでなく、関係団体や市民との協働により、事業の進捗と効果を
高めていく。

（コメントの概要）

【①組織体制】
　特になし
【②重点区域における良好な景観を形成する施策】
　特になし
【③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項】
（横須賀街道電線地中化及び美装化事業）
・道路美装化は、舗装の傷みも激しいことから早急な着手を検討すること。
（粟ヶ岳周辺における景観形成推進事業）
・景観に優れた新たな施設が整備された。一方で来客者への安全対策が求められる。
・景観保全には茶業の持続が必要不可欠な要素である。
（市内の歴史・文化資産のガイド養成事業）
・ボランティアガイドの養成は観光にも重要なことである。様々な団体が連携する取組も必要。
【④文化財の保存又は活用に関する事項】
　特になし
【⑤効果・影響等に関する報道】
　特になし
【⑥その他】
（観光の振興）
・掛川城天守閣の来場者が伸びているが、継続した取組が重要。
【全般に関すること】
・計画期間を見据えた行程を検討し、１０年後の目標をイメージしておくこと。
・わかりやすい評価指標もあると良い。
・市役所の関連部署に加え、市民や団体等との協働も含め、連携して歴史まちづくりに取り組むこ
とにより、飛躍する計画になる。
・歴史的風致形成建造物の指定は、まず掛川城天守閣、掛川城太鼓櫓及び松ヶ岡（旧山﨑家住
宅）とすることでいいが、必要に応じて指定を推進すること。
・短期間の整備計画と、何世代にも渡って受け継いでいく視点の両方が必要。

コメントが出された会議等の名称：掛川市歴史まちづくり協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度
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